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し
か
し
、
《
春
と
修
羅

第
二
集
》
(
以
下
『
校
本

宮
津
賢
治
全
集
』
の
テ
キ
ス

ト
を
『
第
二
集
』
、
作
者
の
構
想
を
《
第
二
集
》
と
記
す
)
に
収
め
ら
れ
た
こ
の
時

の
作
品
群
は
、
全
体
と
し
て
無
明
の
世
界
を
越
え
よ
う
と
す
る
テ
l
マ
を
も
っ
た

一
つ
の
詩
群
を
構
成
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

た
だ
、
詩
集
の
編
集
過
程
で
詩
群
を
構
成
す
る
作
品
に
出
入
り
が
あ
り
、
ま
た
、

「
牛
」
の
よ
う
に
、
下
書
稿
(
一
)
段
階
で
は
比
較
的
長
篇
の
海
辺
の
顕
想
詩
だ
っ

た
も
の
が
、
下
書
稿
(
二
)
で
は
ご
く
短
い
も
の
に
な
る
な
ど
、
構
成
に
大
き
な

変
化
が
あ
る
。
賢
治
詩
で
は
、
二
つ
の
下
書
稿
聞
の
改
稿
が
通
常
の
推
敵
の
範
囲

を
逸
脱
し
て
い
る
例
も
珍
し
く
な
い
。
作
品
番
号
や
創
作
日
付
で
は
繋
が
っ
て
い

て
も
、
「
賢
治
の
作
品
は
生
成
し
、
変
貌
し
、
転
生
し
、
分
離
し
、
合
体
し
、
再
転

生
し
て
い
く
」
と
さ
れ
る
の
は
こ
の
た
め
で
あ
る
。
そ
れ
は
そ
う
に
違
い
な
い
の

r
-
e
、、

大・刀

一
つ
の
作
品
だ
け
の
逐
次
稿
を
な
ぞ
っ
て
も
、
そ
の
必
然
性
が
追
認
で
き

な
い
場
合
も
多
い
の
で
、
こ
の
点
が
従
来
謎
と
さ
れ
て
き
た
。
本
稿
で
は
、
「
牛
」

木

村

東

士
口

の
改
稿
過
程
に
注
目
し
、
修
学
旅
行
詩
群
全
体
の
変
容
過
程
の
中
で
、
こ
の
問
題

の
内
に
秘
め
ら
れ
た
意
味
に
つ
い
て
、
解
明
の
端
緒
を
さ
ぐ
っ
て
み
た
い
。

そ
こ
で
必
要
に
な
る
の
が
、
詩
集
編
集
過
程
の
各
段
階
の
形
態
の
推
定
だ
が
、

こ
の
点
に
つ
い
て
筆
者
は
、
詩
稿
の
成
立
時
期
を
三
段
階
に
整
理
し
、
詩
集
の
構

成
単
位
と
し
て
の
詩
群
を
認
め
る
、
一
つ
の
仮
説
を
立
て
て
い
る
。
次
に
そ
の
要
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点
だ
け
を
述
べ
る
。

《
第
二
集
》
の
収
録
作
品
に
は
、
三
種
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
の
清
書
稿
を
持
つ

作
品
が
多
数
あ
る
。
こ
こ
で
い
う
清
書
稿
と
は
、
主
と
し
て
『
校
本
全
集
』
に
お

い
て
詩
稿
の
第
一
形
態
を
「
鉛
筆
で
き
れ
い
に
書
か
れ
た
も
の
」
あ
る
い
は
「
罫

を
用
い
て
、
鉛
筆
の
や
や
崩
し
た
字
体
で
苦
か
れ
た
も
の
」
と
す
る
も
の
だ
が
、
第

一
形
態
に
清
書
性
が
あ
る
も
の
を
包
括
的
に
考
え
て
い
る
。
こ
の
清
書
稿
に
は
、

主
要
な
も
の
だ
け
で
赤
罫
用
紙
稿
、
黄
罫
辺
系
用
紙
稿
、
定
稿
用
紙
稿
が
あ
り
、
こ

の
う
ち
赤
罫
用
紙
稿
段
階
だ
け
で
二
種
の
清
書
稿
を
持
つ
作
品
が
六
五
筒
あ
る
。

定
稿
用
紙
に
藍
イ
ン
ク
で
書
か
れ
た
詩
稿
に
よ
る
最
後
の
編
集
は
死
の
直
前
ま
で

進
め
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
点
か
ら
す
る
と
、
赤
罫
用
紙
稿
は
初
め
の
二
度
の
編
集

に
際
し
て
の
清
書
稿
、
黄
罫
辺
系
用
紙
稿
は
二
次
清
書
稿
の
補
遺
・
補
正
稿
に
当

た
る
と
推
定
さ
れ
る
。



こ
の
整
理
に
よ
る
と
、
赤
罫
用
紙
稿
で
一
つ
の
清
書
稿
し
か
無
い
作
品
と
、
最

初
の
清
書
稿
よ
り
早
い
段
階
の
下
書
稿
(
一
)
が
草
稿
的
に
書
か
れ
て
い
る
作
品

の
位
置
づ
け
が
問
題
に
な
る
が
、
傍
証
資
料
か
ら
前
者
を
一
次
清
書
稿
に
、
後
者

を
二
次
清
書
稿
段
階
の
直
前
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

つ
ま
り
、
後
者
は
二
次
清
書

稿
段
階
の
追
加
作
品
と
み
な
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
詩
稿
を
こ
の
よ
う
に
三
段
階

に
区
分
し
た
上
、
『
第
二
集
」
か
ら
他
の
詩
形
へ
移
行
し
た
作
品
を
個
々
に
整
理
す

る
と
、
《
第
二
集
》
の
三
回
に
わ
た
る
編
集
過
程
の
、
各
段
階
ご
と
の
輪
郭
を
ほ
ぼ

明
ら
か
に
で
き
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
《
第
二
集
》
の
構
成
は
、
大
掴
み
に
い
っ
て
、
紀
行
に
取
材
す
る
詩
群
と

生
活
に
取
材
す
る
詩
群
の
交
互
の
組
み
合
わ
せ
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
点
に
注
目

し
て
詩
群
を
詩
集
の
構
成
単
位
と
し
て
取
り
上
げ
て
み
る
と
、
素
材
や
取
材
時
期

の
共
通
性
に
よ
る
緩
や
か
な
椅
成
し
か
な
い
一
次
清
書
稿
段
階
か
ら
、
構
成
が
よ

り
緊
密
な
も
の
と
な
っ
て
い
く
二
次
清
書
稿
段
階
へ
の
流
れ
も
認
め
ら
れ
る
。
本

稿
は
こ
の
仮
説
の
裏
付
け
の
意
味
も
含
め
て
、
修
学
旅
行
詩
群
の
事
例
を
見
て
い

く
こ
と
に
す
る
。
こ
れ
が
そ
の
ま
ま
、
先
の
「
牛
」
の
改
稿
に
ま
つ
わ
る
謎
の
解

明
に
も
つ
な
が
る
は
ず
で
あ
る
。

詩
群
認
定
と
各
段
階
の
詩
群
梅
成

修
学
旅
行
詩
群
認
定
の
裏
付
け
に
必
要
な
、
こ
の
時
の
作
者
の
足
取
り
に
つ
い

て
は
、
小
沢
俊
郎
氏
や
梅
木
万
里
子
氏
に
よ
っ
て
す
で
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
信

し
た
が
っ
て
こ
こ
で
確
認
し
て
お
く
べ
き
こ
と
は
、

一
O
六
番
[
日
は
ト
パ
ー
ズ

の
か
け
ら
を
そ
h

ぎ
]
(
一
九
二
四
・
五
二
八
・
)
が
作
者
の
旅
に
出
た
目
、

三
九
番
「
夏
」
(
一
九
二
四
・
五
・
二
三
・
)
は
花
巻
に
帰
っ
た
日
の
作
品
で
、
と

も
に
花
巻
の
近
傍
を
舞
台
に
し
て
い
る
か
ら
、
こ
の
詩
群
か
ら
除
外
で
き
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

賢
治
の
花
巻
出
発
は
、

一
O
六
番
[
日
は
ト
パ
ー
ズ
の
か
け
ら
を
そ
、
ぎ
]
制

作
日
付
の
日
の
二
二
時

O
O分
発
の
夜
行
列
車
で
、
作
品
の
舞
台
は
花
巻
の
西
、

山
の
神
・
熊
堂
付
近
で
あ
る
。
下
書
稿
(
一
)
に
「
花
巻
一
方
里
の
あ
ひ
だ
に
云
々
」

とと
れあ
るり

と手
あ入
奇形
熊三
堂訂
付は
llIむ

11、
てL
汁の
ヌマ
容止
りヌ
存の
在土
はぷ
早早

i p 
f 岸
り弔

坦d
り鍬
れず も

お歪
qzZ 

出
土
品
の
一
部
は
今
も
魔
王
塚
に
近
い
熊
野
神
社
の
展
示
室
に
飾
ら
れ
て
い
る
。

下
書
稿
(
一
)
に
あ
る
赤
い
石
の
塚
に
関
し
て
も
、
山
の
神
部
落
の
平
賀
静
男
氏

宅
裏
の
嗣
に
赤
煉
瓦
色
の
石
の
塚
が
ま
つ
ら
れ
て
い
る
。
作
者
は
北
海
道
白
老
の

ア
イ
ヌ
・
コ
タ
ン
を
訪
ね
る
旅
に
出
る
こ
と
を
考
え
な
が
ら
ア
イ
ヌ
塚
付
近
を
歩

い
て
い
て
、
豊
沢
川
に
沿
っ
て
多
数
あ
っ
た
と
い
う
沼
の
水
面
に
、
ア
イ
ヌ
の
幻
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を
捉
え
た
わ
け
で
あ
る
。
因
み
に
言
え
ば
、
賢
治
が
訪
れ
た
白
老
の
ア
イ
ヌ
・
コ

タ
ン
に
石
塚
は
無
く
、
ア
イ
ヌ
に
石
塚
を
ま
つ
る
習
慣
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ

っ
た
。こ

れ
に
加
え
て
《
第
二
集
》
の
同
じ
詩
群
で
は
、
お
お
む
ね
一
連
の
モ
テ
ィ
ー

フ
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
[
日
は
ト
パ
ー
ズ
の
:
・
]
の
直
前
の
九

九
番
[
鉄
道
線
路
と
国
道
が
]
に
は
、
「
こ
の
国
に
む
か
し
か
ら
棲
ん
で
ゐ
る
/
三

本
鍬
を
か
つ
い
だ
巨
き
な
人
」
や
「
結
髪
の
小
さ
な
伺
O
U
Z
己
が
登
場
し
、
[
日
は

ト
パ
ー
ズ
の
・
:
]
の
ア
イ
ヌ
の
幻
や
鬼
神
も
、
こ
の
程
の
幻
想
に
近
く
、
《
一
九
二

四
年
春
詩
群
》
の
一
部
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
修
学
旅
行
詩
群
に
こ
の
よ

う
な
モ
テ
ィ

l
フ
は
無
い
。

一
三
九
番
「
夏
」
は
、
花
巻
の
東
に
位
置
す
る
成
島
の
見
沙
門
天
の
祭
日
を
描

い
た
も
の
で
あ
る
。

一
三
三
番
[
つ
め
た
い
海
の
水
銀
が
]
(
一
九
二
四
・
五
・

三
・
)
と
同
日
の
作
品
だ
が
、
作
者
の
花
巻
へ
の
到
着
時
刻
は
二
二
時

O
O分
で



あ
り
、
[
つ
め
た
い
海
の
水
銀
が
]
が
「
原
始
の
春
」
を
主
題
と
し
、
修
学
旅
行
詩

群
全
体
を
春
の
イ
メ
ー
ジ
で
ま
と
め
て
い
る
の
に
対
し
て
、
「
夏
」
は
夏
の
到
来
を

歌
っ
た
も
の
で
、
修
学
旅
行
詩
群
と
は
別
の
モ
テ
ィ

l
フ
の
作
品
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
修
学
旅
行
に
取
材
し
た
『
第
二
集
』
所
収
の
詩
群
は
、

一
一
六

番
「
津
軽
海
峡
」
(
一
九
二
四
・
五
・
一
九
・
)
、

二
八
番
「
函
館
港
春
夜
光
景
」

(
一
九
二
四
・
五
・
一
九
・
)
、

一
二
三
番
「
馬
」
(
一
九
二
四
・
五
・
二
ニ
・
)
、

二
六
番
「
牛
」
(
一
九
二
四
・
五
・
;
一
-
)
、

一
三
三
番
[
つ
め
た
い
海
の
水
銀

が
]
(
一
九
二
四
・
五
・
二
三
・
)
の
五
篇
と
な
る
。
な
お
、
こ
の
旅
に
取
材
し
た

[
つ
め
た
い
海
の
水
銀
が
]
と
同
日
の
朝
の
作
品
と
推
定
さ
れ
る
[
船
首
マ
ス
ト
の

上
に
来
て
]
が
、
『
補
遺
詩
篇

E
』
に
収

E
』
に
あ
る
。
こ
れ
が
『
補
遺
詩
篇

め
ら
れ
た
の
は
、
音
楽
用
五
線
紙
ノ
l
ト
の
紙
葉
に
記
さ
れ
て
い
て
も
作
品
に
日

付
と
番
号
が
無
い
か
ら
で
あ
る
が
、
内
容
も
社
会
的
関
心
を
も
っ
て
対
象
を
捉
え

て
い
る
点
で
、
『
詩
稿
補
遺
』
収
録
作
品
に
近
い
。

次
に
、
三
次
に
わ
た
る
各
段
階
の
清
書
稿
を
整
理
す
る
と
、
「
馬
」
に
は
二
次
清

書
縞
以
降
の
詩
稿
が
な
く
、
「
函
館
港
春
夜
光
景
」
に
は
一
次
・
三
次
の
清
書
稿
に

相
当
す
る
も
の
が
な
い
。
し
か
し
、
「
函
館
港
春
夜
光
景
」
の
下
書
稿
(
四
)
は
黄

罫
剖
系
用
紙
に
読
点
を
用
い
て
改
行
を
示
し
つ
つ
書
き
抗
さ
れ
た
草
稿
で
あ
る
。

《
第
二
集
》
に
使
用
さ
れ
た
黄
罫
却
系
用
紙
は
臨
時
的
な
意
味
を
も
ち
、
問
題
を
苧

む
が
、
こ
こ
で
は
用
紙
が
不
足
し
た
状
況
で
書
か
れ
た
定
稿
直
前
の
草
稿
と
考
え

〉
を
付
し
て
三
次
清
書
稿
に
準
じ
た
扱
い
を
し
た
。
こ

れ
に
よ
っ
て
、
各
段
階
ご
と
の
詩
群
の
構
成
の
変
化
を
整
理
す
れ
ば
、
次
の
通
り

ら
れ
る
の
で
、
仮
に
〈

で
あ
る
。

一
次
清
書
稿
段
階

二
六
番
「
水
の
結
婚
」
{
「
津
軽
海
峡
」
下
書
稿
(
一
)
}
ム
⑤

一
二
三
番
「
馬
」
下
書
稿

一
二
六
番
「
海
鳴
り
」
{
「
牛
」
下
書
稿
(
一
)
}
ム

一
三
二
蕃
「
島
嗣
」
{
[
つ
め
た
い
海
の
水
銀
が
]
下
書
稿
(
一
)
}
ム
@

二
次
清
書
稿
段
階

二
六
番
「
修
学
旅
行
」
↓
「
津
軽
海
峡
」
{
「
津
軽
海
峡
」
下
書
稿
(
二
)
}

二
八
番
「
函
館
港
春
夜
光
景
」
{
「
函
館
港
春
夜
光
景
」
下
書
稿
(
三
)
}

一
二
六
番
「
牛
」
下
書
稿
(
三
)
(
削
除
)

一
三
三
番
「
島
嗣
」
{
[
つ
め
た
い
海
の
水
銀
が
]
下
書
稿
〈
二
)
}

三
次
清
書
稿
段
階

一
一
六
番
「
津
軽
海
峡
」
定
稿

八
一
一
八
番
「
函
館
港
春
夜
光
景
」
下
書
稿
(
四
)

V

一
三
三
番
[
つ
め
た
い
海
の
水
銀
が
]
定
稿
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こ
こ
で
の
要
点
は
二
つ
あ
る
。

紙
の
裏
面
が
三
四
三
番
「
暁
宵
へ
の
嫉
妬
」
の
草
稿
的
下
書
稿
(
一
)
に
使
わ
れ

一
つ
は
「
馬
」
に
下
書
稿
が
一
つ
し
か
な
く
、
用

て
い
る
か
ら
、
「
馬
」
は
一
次
清
書
稿
以
後
放
棄
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ

る
。
も
う
一
つ
は
「
函
館
港
春
夜
光
景
」
の
下
書
稿
(
一
)
合
一
)
が
と
も
に
草
稿

的
詩
稿
で
、
最
初
の
清
書
稿
で
あ
る
下
書
稿
(
三
)
が
、
二
次
清
書
稿
段
階
に
位

置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
下
書
稿
(
一
)
(
一
一
)
の
草
稿
的
詩
稿
の
筆
跡
が
、

一
九
二
八
年
段
階
の
『
詩
ノ
l
ト
』
の
そ
れ
と
は
異
な
り
、
下
書
稿
(
一
)
は
「
牛
」

の
草
稿
的
下
書
稿
(
二
)
の
裏
に
あ
っ
て
、
筆
跡
と
筆
記
具
が
二
二
四
番
〔
夜
の

湿
気
が
風
と
さ
び
し
く
い
り
ま
じ
り
]
下
書
稿
合
己
「
業
の
は
な
び
ら
」
に
類
似

し
、
下
書
稿
(
二
)
の
筆
跡
と
筆
記
具
は
六
九
番
[
ど
ろ
の
木
の
下
か
ら
]
下
書

稿
(
二
)
の
そ
れ
と
類
似
し
て
、

い
ず
れ
も
一
次
清
書
稿
と
二
次
清
書
稿
の
中
間

の
草
稿
的
詩
稿
と
同
時
期
の
成
立
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
《
第
二
集
》
の
下
書



稿
(
一
)
が
草
稿
的
で
あ
る
一
群
の
作
品
で
は
、
ム
印
や
@
印
(
い
ず
れ
も
一
次

清
書
稿
手
入
段
階
の
詩
稿
に
つ
け
ら
れ
て
い
る
)
を
持
っ
た
例
が
一
例
も
な
く
、

生
前
発
表
も
す
べ
て
一
九
三

O
年
以
後
で
あ
る
こ
と
も
付
言
し
て
お
く
。

作
品
の
モ
テ
ィ
l
フ
に
改
め
て
注
目
し
て
み
る
と
、

一
次
清
書
稿
段
階
か
ら
小

樽
・
札
幌
を
舞
台
と
す
る
作
品
を
欠
き
、
海
辺
の
三
作
品
に
「
馬
」
が
加
わ
っ
た

形
に
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
二
次
清
書
稿
段
階
で
は
、
「
馬
」
が
削
除
さ
れ
て
「
図

館
港
春
夜
光
景
」
が
加
わ
り
、
海
辺
の
作
品
と
し
て
モ
テ
ィ
l
フ
が
統
一
さ
れ
、
同

時
に
「
海
鳴
り
」
が
「
牛
」
へ
と
大
幅
に
改
稿
さ
れ
て
い
る
。
修
学
旅
行
の
全
行

程
か
・
り
す
れ
ば
海
辺
の
作
品
だ
け
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
、
こ
れ
は
三

陸
旅
行
詩
群
で
海
上
の
旅
の
部
分
を
削
除
し
て
い
る
の
と
好
対
照
を
な
し
て
い

る
。
修
学
旅
行
に
取
材
す
る
作
品
で
は
あ
る
の
だ
が
、
作
品
群
か
ら
受
け
る
印
象

は
、
実
際
の
旅
の
そ
れ
と
は
か
な
り
離
れ
た
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
旅
で
得
た
一

連
の
心
象
の
ス
ケ
ッ
チ
で
は
あ
っ
て
も
旅
の
ス
ケ
ッ
チ
で
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

定
稿
ま
で
発
展
し
た
「
津
軽
海
峡
」
と
[
つ
め
た
い
海
の
水
銀
が
]
は
、

次

清
書
稿
段
階
で
間
外
に
@
印
を
施
さ
れ
た
作
品
で
あ
る
。
こ
の
二
篇
は
詩
群
全
体

の
基
本
的
枠
組
み
を
形
成
し
、
他
の
三
作
品
に
は
差
し
替
え
や
大
幅
な
改
稿
が
あ

り
、
改
稿
に
は
相
互
の
関
連
が
み
ら
れ
る
。
そ
こ
で
《
第
二
集
》
の
構
成
単
位
と

し
て
の
詩
群
と
、
そ
の
有
機
的
構
成
が
予
測
さ
れ
る
。
以
下
、
こ
の
点
を
確
認
し

て
い
く
。

一
次
清
寄
稿
段
階
の
詩
群
構
成

説
明
の
都
合
で
下
書
稿
(
一
〉
の
手
人
形
を
全
文
引
用
す
る
。
引
用
は
『
校
本

全
集
』
に
よ
り
、
原
稿
の
コ
ピ
ー
も
《
畠
…
し
た
。
詩
稿
の
手
入
の
鉛
筆
に
は
、
太

く
漉
い
も
の
と
細
い
も
の
と
の
二
種
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
の
詩
稿
に
も
同
程
の
鉛

筆
が
使
わ
れ
て
お
り
、
二
度
の
手
入
に
際
し
て
、
作
品
が
ま
と
め
て
扱
わ
れ
て
い

た
こ
と
を
溜
わ
せ
る
。

一
一
ム
ハ

水
の
結
婚

(
一
九
二
四
・
五
・
一
九
・
)

東
に
は
黒
い
層
積
雲
の
棚
が
で
き
て
/
古
び
た
緑
青
い
ろ
の
半
島
が
/
ひ

る
の
寂
塞
を
た
た
え
て
ゐ
る
/
そ
の
突
端
と
青
い
島
と
の
さ
け
め
か
ら
/

ひ
と
つ
の
漁
船
が
ま
ば
ゆ
く
尖
っ
て
現
は
れ
る
/
/
波
は
治
ま
り
ゃ
き
ら

ロ
ー
ラ
ン
グ
レ
!

び
や
か
な
点
々
や
/
反
覆
さ
れ
る
瑞
西
牧
笛
/
そ
の
面
映
ゆ
い
い
く

た
び
の
正
反
射
/
あ
る
ひ
は
海
蒼
と
銀
と
の
縞
を
織
り
/
ま
た
錫
病
と

プ
ル
シ
ャ
ン
ブ
ル
l

伯
林
青
/
水
が
そ
の
七
い
ろ
の
衣
裳
を
か
へ
て
/
:
:
:
東
邦
風
の
あ

か
る
く
喧
澄
な
結
婚
式
:
:
:
/
わ
た
く
し
に
誇
っ
て
ゐ
る
と
き
に
/
け
む

-34-

り
は
な
が
れ
/
水
脈
は
さ
び
し
い
砥
索
鏡
に
な
る
/
/
わ
た
く
し
は
南
に

ユ
ム
プ
ス

一
つ
の
山
最
を
見
/
ま
た
雨
雲
の
渦
巻
く
黒
い
尾
を
の
ぞ
む

{
「
津
軽
海
峡
」
下
書
稿
(
一
)
手
入
形
}

一一一一ー

馬

(
一
九
二
四
・
五
・
二
二
・
)

い
ち
に
ち
い
っ
ぱ
い
よ
も
ぎ
の
な
か
に
は
た
ら
い
て
/
馬
鈴
薯
の
や
う
に

く
さ
り
か
け
た
馬
は
/
あ
か
る
く
そ
そ
ぐ
夕
閣
の
汁
を
/
食
塩
の
結
晶
し

た
ば
さ
ば
さ
の
頭
に
感
じ
な
が
ら
/
は
た
け
の
へ
り
の
熊
笹
を
/
ぽ
り
ぼ

り
ぼ
り
ぼ
り
食
っ
て
ゐ
た
/
そ
れ
か
ら
青
い
晩
が
来
て
/
ゃ
う
や
く
厩
に

帰
っ
た
馬
は
/
高
圧
線
に
か
か
っ
た
や
う
に
/
に
は
か
に
ば
た
ば
た
云
ひ

だ
し
た
/
馬
は
次
の
日
冷
た
く
な
っ
た
/
み
ん
な
は
松
の
林
の
裏
へ
/
巨

き
な
穴
を
こ
し
ら
え
て
/
馬
の
四
つ
の
脚
を
ま
げ
/
そ
こ
へ
そ
ろ
そ
ろ
お

ろ
し
て
や
っ
た
/
が
っ
く
り
垂
れ
た
頭
の
上
へ
/
ぼ
ろ
ぼ
ろ
土
を
落
し
て



や
っ
て
/
み
ん
な
も
ぼ
ろ
ぼ
ろ
泣
い
て
ゐ
た

{
「
馬
」
下
書
稿
手
人
形
}

一一一ムハ

〈
一
九
二
四
・
五
・
二
二
・
)

海
鳴
り

あ
ん
な
に
強
く
す
さ
ま
じ
く
/
こ
の
風
の
夜
を
鳴
っ
て
ゐ
る
の
は
/
た
し

か
に
黒
い
巨
き
な
水
が
/
ぢ
き
そ
こ
ら
ま
で
来
て
ゐ
る
の
だ
/

う
し
ろ
で
は
パ
ル
プ
工
場
の
火
照
り
が
/

け
む
り
や
雲
を
焦
が

し
て
ゐ
る
:
:
:
/
砂
丘
の
遠
く
見
え
る
の
は
/
そ
ん
な
起
伏
の
な
だ
ら
か

さ
と
/
ほ
と
ん
ど
掬
っ
て
呑
め
さ
う
な
/
黄
銅
い
ろ
の
月
あ
か
り
の
た
め

で
/
/
じ
つ
は
も
う
/
そ
の
青
じ
ろ
い
夜
の
地
寵
を
過
ぎ
る
な
ら
/
に
わ

か
な
渦
の
音
と
い
っ
し
ょ
に
/
巨
き
な
海
が
た
ち
ま
ち
前
に
ひ
ら
く
の
だ

/ 

-
弱
い
幅
射
の
に
ぷ
の
中
で
/

烏
の
羽
担
を
焼
く
に

ほ
ひ
が
す
る
:
:
:
/
砂

E
の
裾
で
ぼ
ん
や
り
白
く
う
ご
く
も
の
/
黒
い
丈

夫
な
木
概
も
あ
る
/

-
あ
ん
な
に
強
く
雄
々
し
く
海
は
鳴
っ
て
ゐ

る
:
:
:
/
そ
れ
は
一
.
ひ
き
の
エ

l
シ
ャ
牛
で
/
草
と
け
む
り
に
角
を
擦
つ

て
あ
そ
ん
で
ゐ
る
/
/

-
・
・
・
・
・
月
の
歪
形

月
の
歪
形
・
・
・
・
・
・
/
/
草
穂

と
聾
と
、
み
ち
は
ほ
の
か
に
傾
斜
を
の
ぼ
り
/
は
や
く
も
こ
こ
の
鈍
い
砂

丘
を
ふ
る
は
せ
て
/
海
が
ご
・
つ
ご
う
湧
い
て
ゐ
る
/
じ
つ
に
向
ふ
に
い
ま

遠
の
い
て
か
か
る
の
は
/
ま
さ
し
く
さ
っ
き
の
黄
い
ろ
な
下
弦
の
月
だ
け

れ
ど
も
/
そ
こ
か
ら
展
く
白
い
平
ら
な
斑
縞
は
/
湧
き
立
ち
湧
き
立
ち
炎

《

Z
『
I
I
t
-
-
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

の
や
う
に
く
だ
け
て
ゐ
る
/
そ
の
恐
ろ
し
い
迷
ひ
の
い
ろ
の
海
な
の
だ
/

/ 

は
る
か
に
う
ね
る
そ
の
水
銀
を
沸
騰
し
/

し
ば
ら
く
異
形
な

そ
の
天
体
の
黄
金
を
消
せ
/

諜
ふ
銅
の
ア
マ
ル
ガ
ム
を
も
燃
し
つ
く

し
/ 

白雪
空Z
の青
鼓い
をイ
とオ
どン
ろに
か雲
せを
/染

め
/ 

は
る
か
な
過
去
の
渚
ま
で
/

わ
た
く
し
の
胸
を
お
ど
ろ
か
し
/

そ
の
ま
つ
く
ろ
な
し
ぶ
き
を
あ
げ
て
/

わ
た
く
し
の
上
着
を
ず

た
ず
た
に
裂
き
/

す
べ
て
の
は
か
な
い
の
ぞ
み
を
洗
ひ
/

そ
れ

ら
巨
大
な
波
の
壁
や
/

沸
き
た
つ
漉
青
と
鉛
の
な
か
に
/

や
り

ど
こ
ろ
な
い
さ
び
し
さ
を
と
れ
/
/

い
ま
あ
た
ら
し
く
胞
時
し
/

そ
の
う
つ
く
し
い
潮
騒
え
と
/

雲
の
い
ぶ
し
銀
や
巨
き
な
の
ろ
し
/

阿
僧
献
の
修
陀
羅
を
つ
つ
み
/

億
干
の
灯
を
波
に
か
か
げ
て
/

掘
れ
る海
とは
さZ魚
/ 族
/の

青

夢
を
ま
も
る
/ 

侍
教
大
師
叡
山
の
砂
っ
ち
を

-
砂
丘
の
な
つ
か
し
さ
と
や
は
ら
か
さ
/

ま
る
で
そ
れ
は
ひ
と
り
の
処
女
の
や
う
だ
・
・
:
・
・
/
は
る
か
な
は
る
か
な

汀
線
の
は
て
に
/
二
点
の
た
う
ご
ま
の
花
の
や
う
な
赤
い
火
も
と
も
り
/

一
一
き
れ
ひ
か
る
介
の
か
け
ら
/
雲
は
み
だ
れ
/
月
は
黄
金
の
虹
彩
を
は
な

つ

{
「
牛
」
下
書
稿
(
一
)
手
人
形
。
傍
線
筆
者
}

-35-

一一
一一

(
一
九
二
四
・
五
・
二
三
・
)

島
嗣

う
す
日
の
底
の
三
稜
島
は
/
樹
で
い
っ
ぱ
い
に
飾
ら
れ
る
/
海
は
も
と
よ

り
水
銀
で
/
た
く
さ
ん
の
か
が
や
か
な
鉄
針
は
/
水
平
線
に
並
行
に
う
か

び
/
こ
と
に
も
繁
く
島
の
左
右
に
あ
つ
ま
れ
ば
/
鴎
の
声
も
な
か
ば
は
舷

む
/
パ
リ
ス
グ
リ
ン
の
色
丹
松
や
/
緑
磐
い
ろ
の
と
Y
ま
つ
、
ね
ず
こ
、

/
ま
た
水
際
に
は
新
た
な
銅
で
被
は
れ
た
/
巨
き
な
枯
れ
た
い
た
や
も
あ

っ
て
/
風
の
な
が
れ
と
ね
む
り
に
よ
っ
て
/
み
な
さ
わ
や
か
に
酸
化
さ
れ

ま
た
還
元
さ
れ
る

{
[
つ
め
た
い
海
の
水
銀
が
]
下
書
稿
(
一
)
手
人
形

「
水
の
結
婚
」
で
は
「
黒
い
層
積
雲
の
棚
」
の
下
に
広
が
る
「
古
び
た
緑
青
い



ろ
の
半
島
が
/
ひ
る
の
寂
容
を
た
た
え
て
ゐ
る
」
時
、
島
影
か
ら
「
漁
船
が
ま
ば

ヨ
l
ラ
ン
グ
レ
ー

ゆ
く
尖
っ
て
現
は
れ
」
、
海
上
は
「
反
覆
さ
れ
る
瑞
西
牧
笛
」
の
よ
う
な
渦
潮
と
ま

ば
ゆ
い
反
射
光
に
満
ち
て
、
潮
流
の
衝
突
に
よ
る
渦
潮
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
。

ニ
ム
プ
ス

ま
た
、
南
の
空
に
は
「
雨
雲
の
渦
巻
く
黒
い
尾
を
の
ぞ
む
」
と
あ
る
。
「
ひ
る
の
寂

事
を
た
た
え
て
ゐ
る
」
陸
に
対
し
て
、
光
に
満
ち
て
渦
巻
く
海
と
空
が
対
称
的
に

捉
え
ら
れ
て
い
る
。

「
馬
」
で
は
、
北
、
海
道
の
大
平
原
に
「
あ
か
る
く
そ
そ
ぐ
タ
閣
の
汁
を
/
食
塩

の
結
晶
し
た
ば
さ
ば
さ
の
頭
に
感
じ
」
て
い
た
馬
が
、
夜
に
は
死
ん
で
翌
朝
葬
ら

れ
て
い
る
。
働
く
だ
け
働
い
て
あ
っ
け
な
く
死
ん
で
行
く
馬
の
姿
に
生
き
物
の
哀

れ
な
運
命
の
象
徴
を
見
る
な
ら
、

一
見
砲
や
か
に
み
え
た
陸
上
の
生
き
物
の
粕

杯
の
営
み
が
捉
え
ら
れ
、
次
の
「
海
鳴
り
」
で
生
の
迷
妄
を
直
視
す
る
際
も
、
最

初
に
海
の
「
渦
の
音
」
と
「
砂
丘
の
裾
で
ぼ
ん
や
り
白
く
う
ご
く
」
エ

l
シ
ャ
牛

を
配
置
し
、
モ
テ
ィ
l
フ
の
繋
が
り
の
た
め
の
工
夫
が
見
ら
れ
る
。

「
海
鳴
り
」
は
未
完
成
な
部
分
を
含
む
た
め
、
全
体
が
晦
渋
で
あ
る
。
理
解
で

き
る
範
囲
で
た
ど
っ
て
み
れ
ば
、
詩
人
は
雲
を
焦
が
す
火
照
り
を
あ
げ
る
パ
ル
プ

工
場
を
背
に
、
地
寵
に
海
面
が
か
く
さ
れ
て
い
る
月
夜
の
海
辺
に
立
ち
、
海
鳴
り

を
聞
き
な
が
ら
空
と
速
い
砂
丘
を
見
て
い
る
。
海
鳴
り
に
誘
わ
れ
て
、
詩
人
は
月

光
を
う
け
て
「
湧
き
立
ち
湧
き
立
ち
炎
の
や
う
に
く
だ
け
」
る
需
を
、
傍
線
〈
ア
)

を
施
し
た
部
分
の
よ
う
に
「
恐
ろ
し
い
迷
ひ
の
い
ろ
の
海
」
と
捉
え
、
半
ば
海
底

に
い
る
思
い
に
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
渦
巻
く
黒
々
と
し
た
波
に
「
は
る
か
な
過

去
の
渚
」
ま
で
遡
り
、
「
す
べ
て
の
は
か
な
い
の
ぞ
み
を
洗
ひ
」
「
や
り
ど
こ
ろ
な

い
さ
び
し
さ
を
と
れ
」
と
祈
る
。
ま
た
、
波
が
新
た
に
「
胞
時
」
す
る
と
、

車五

し
て
謡
の
海
が
っ
つ
つ
く
し
い
潮
騒
え
」
と
「
雲
の
い
ぶ
し
銀
や
巨
き
な
の
ろ
し
」

を
あ
げ
、
「
阿
僧
紙
の
修
陀
羅
(
月
光
が
無
数
の
筋
状
の
光
線
に
見
え
る
の
を
い
う

の
で
あ
ろ
う
)
を
つ
つ
み
/
位
干
の
灯
を
波
に
か
か
げ
て
」
「
魚
族
の
青
い
夢
」
を

ま
も
っ
て
い
る
様
を
想
像
し
た
り
も
す
る
。

次
は
脈
絡
が
掴
め
な
い
の
だ
が
、
光
の
群
れ
に
「
は
る
か
な
過
去
の
渚
」
を
想

起
す
る
と
「
侍
教
大
師
叡
山
の
砂
っ
ち
を
掘
れ
る
」
時
を
思
わ
せ
る
ら
し
い
。
こ

の
時
、
詩
人
の
目
に
「
砂
丘
の
な
つ
か
し
さ
と
や
は
ら
か
さ
」
が
「
ひ
と
り
の
処

女
の
や
う
」
に
見
え
て
く
る
。
現
実
の
浜
が
、
同
時
に
詩
人
に
原
始
の
空
間
を
幻

視
さ
せ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
や
が
て
「
は
る
か
な
は
る
か
な
汀
線
の
は
て
に
/

二
点
の
た
う
ご
ま
の
花
の
や
う
な
赤
い
火
」
を
と
も
す
「
二
き
れ
ひ
か
る
介
の
か

け
ら
」
を
捉
え
る
。
「
黄
金
の
虹
彩
を
は
な
つ
」
月
の
光
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。

全
体
と
し
て
は
生
の
深
淵
に
ま
で
錘
を
下
ろ
し
た
隈
想
と
い
っ
た
も
の
を
捉
え
た

も
の
で
あ
る
。
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こ
の
「
海
鳴
り
」
は
、
手
入
段
階
の
完
成
度
に
問
題
を
残
し
た
作
品
で
、
原
稿

の
梱
外
上
方
に
斜
線
を
引
き
、
右
肩
に
「
重
/
再
出
」
と
あ
る
。
同
一
主
題
を
扱

っ
た
他
の
作
品
が
あ
っ
て
、
重
複
を
避
け
よ
う
と
し
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。
二
次

清
書
稿
段
階
の
全
面
的
改
稿
と
深
く
関
わ
る
メ
モ
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
作
品
で

は
、
牛
の
モ
テ
ィ

l
フ
が
「
馬
」
の
そ
れ
と
の
関
連
を
考
え
さ
せ
る
と
と
も
に
、

「
は
る
か
な
過
去
の
渚
」
の
モ
テ
ィ

l
フ
に
は
、
次
の
「
島
嗣
」
の
そ
れ
が
絡
ん
で

い
る
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。

「
海
鳴
り
」
の
暗
い
眠
想
を
経
て
、
「
島
嗣
」
に
朝
凪
の
情
景
が
一
際
色
鮮
や
か

に
描
か
れ
る
と
、
風
景
の
ス
ケ
ッ
チ
が
単
な
る
風
景
を
越
え
た
新
世
界
の
誕
生
を

イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
。
こ
の
第
一
形
態
が
「
原
始
の
春
の
三
稜
島
」
を
イ
メ
ー
ジ
し

た
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
日
の
出
時
の
海
に
浮
か
ぷ
畠
の
風
景
が
、
水
銀
の
海
、

鉄
針
の
波
、
パ
リ
ス
グ
リ
ン
の
色
丹
松
、
緑
磐
い
ろ
の
と
Y
ま
つ
、
銅
で
被
わ
れ

た
い
た
や
と
形
容
さ
れ
て
再
生
さ
れ
た
風
景
が
、
風
の
中
で
酸
化
・
還
元
さ
れ
る



と
い
う
。
悠
久
の
時
間
の
中
で
原
始
の
自
然
を
化
学
者
の
眼
で
捉
え
て
い
る
。

「
水
の
結
婚
」
が
自
然
の
空
間
的
広
が
り
と
そ
の
中
の
激
動
を
捉
え
た
の
に
対
し
、

一
一
六

津
軽
海
峡

(
一
九
二
四
・
五
・
一
九
・
)

こ
こ
で
は
時
間
の
中
で
の
自
然
の
変
化
が
捉
え
ら
れ
て
い
る
。

南
に
は
黒
い
層
積
雲
の
棚
が
で
き
て
/
二
つ
の
古
び
た
緑
青
い
ろ
の
半
島

四
簡
を
全
体
と
し
て
見
る
時
、
こ
の
段
階
の
詩
群
構
成
に
そ
れ
ほ
ど
轍
密
さ
は

が
/
ひ
る
の
疲
れ
を
こ
も
ご
も
湛
え
ま
た
払
ふ
/
/

-・・・'し

な
い
。
筆
者
が
一
次
的
書
稿
段
階
の
詩
群
を
、
取
材
時
期
等
に
関
連
し
た
緩
や
か

ば
し
ば
海
霧
を
析
出
す
る
/

二
つ
の
潮
の
交
会
点
・

な
柄
成
と
す
る
理
由
は
こ
こ
に
あ
る
。
し
か
し
、
「
水
の
結
婚
」
「
海
鳴
り
」
「
臼
嗣
」

は
、
い
ず
れ
も
昼
、
夜
、
朝
の
順
で
配
置
さ
れ
た
海
辺
の
作
品
で
あ
る
。

一
つ
の

/
波
は
潜
ま
り
ゃ
き
ら
び
や
か
な
点
々
や
/
反
覆
さ
れ
る
興
砲
の
角
度
の

プ
ル
シ
ャ
ン
ブ
リ
ュ

正
反
射
/
あ
る
ひ
は
葱
緑
と
銀
と
の
縞
を
織
り
/
ま
た
錫
病
と
伯
林
育

ママ

/
水
が
そ
の
七
い
ろ
の
衣
裳
を
か
へ
て
、
/
互
い
に
誇
っ
て
て
ゐ
る
と
き

A

イ
-
1
1
1
1
1
1
1
1
I
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
'
l
p
i
l
l
i
-
-

に
、
/
船
は
け
む
り
を
し
り
へ
に
な
が
し
/
水
、
肱
は
さ
び
し
い
耽
索
鏡
に

旅
に
取
材
し
た
も
の
を
集
め
た
と
い
う
だ
け
の
も
の
で
は
な
く
、

一
定
の
基
調
が

あ
る
。
「
馬
」
も
海
辺
の
作
品
で
は
な
い
が
、
夕
日
の
情
景
で
は
じ
ま
っ
て
い
て
、

時
間
的
な
流
れ
は
一
応
守
ら
れ
て
い
る
。
『
春
と
修
羅
』
(
第
一
集
)
の
「
オ
ホ
l

ツ
ク
挽
歌
」
の
章
が
往
復
の
夜
行
列
車
と
様
太
で
の
昼
の
三
篇
で
構
成
さ
れ
て
い

な
る
/
/
:
:
:
喧
し
く
澄
明
な
/

【ウ

V
I
l
l
i
-
-
1
1
1
1ト
い
F

/
/
早
く
も
北
の
陽
ざ
し
の
中
に
夷
曾
の
陸
地
の
起
伏
を
ふ
く
み
/
ま
た

東
邦
風
の
結
婚
式
・
・
・

た
の
に
対
し
、
こ
れ
は
往
復
の
昼
と
朝
の
船
旅
の
作
品
と
北
海
道
の
夜
の
二
簡
で

雨
雲
の
渦
巻
く
黒
い
尾
を
の
が
い
む

構
成
さ
れ
て
い
る
。

{
「
津
軽
海
峡
」
下
書
稿
(
二
)
手
入
形
}
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四

二
次
清
書
稿
段
階
の
詩
群
構
成

一
一
八

函
館
港
春
夜
光
景

(
一
九
二
四
・
五
・
一
九
・
)

二
次
清
書
稿
段
階
で
は
、
詩
群
の
構
想
変
更
が
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
同
時
に

地
球
照
あ
る
七
日
の
月
が
/
海
峡
の
西
に
か
か
っ
て
/
師
の
黒
い
山
山
が

「
津
軽
海
峡
」
「
函
館
港
春
夜
光
景
」
「
島
嗣
」
の
手
入
の
筆
記
用
具
が
い
ず
れ
も
鉛

/
雲
を
か
ぶ
っ
て
た
Y
ず
め
ば
/
そ
の
う
ら
寒
い
螺
銅
〈
誤
字
を
校
訂
)

筆
と
藍
イ
ン
ク
で
あ
り
、
一
連
の
も
の
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
様
子
を
窺
わ
せ
る
。

の
雲
も
、
/
ま
た
お
ぞ
ま
し
く
呼
吸
す
る
、
/
そ
こ
に
喜
歌
劇
「
オ
ル
フ

「
牛
」
は
下
書
稿
(
二
)
が
草
稿
的
詩
稿
で
あ
る
か
ら
、
清
書
的
下
書
稿
(
三
)
を

ィ
ウ
ス
」
風
の
/
赤
い
酒
粕
を
照
明
し
/
奇
怪
な
虹
の
汁
を
そ
h

い
で
/

が 仮
なに
い採
の用
で し
、て

手 い
入 る

些於
の」
段 れ
陪 は
で 文
文 語
舌五 百守

器t
r¥C 

移ち
行 主
し旦
+-日IJ

E ? 
の U

しの

考て
え主

主A
党伝

水
と
陸
と
を
唱
和
さ
せ
/
春
と
夏
と
を
交
雑
す
る
/
キ
タ
キ
タ
キ
タ
キ
タ

キ
タ
ワ
イ
ナ
/
ハ
コ
ダ
テ
ツ
ヅ
ウ
ラ
キ
タ
ワ
イ
ナ
/
ウ
ン
キ
ニ
ソ
ン
キ

ま
た
、
「
島
嗣
」
に
は
、
手
入
形
に
構
想
変
更
に
関
わ
る
削
除
が
あ
る
の
で
、
第
一

ノ
ハ
ヤ
ワ
カ
リ
/
カ
イ
リ
ク
イ
ツ
シ
ヨ

ワ
カ
リ
マ
ス
/
エ
ン
ダ
ン
マ

形
態
も
並
べ
て
引
用
し
、
手
入
形
に
は
三
次
清
書
稿
と
同
じ
筆
も
入
っ
て
い
る
の

チ
ビ
ト

ネ
ガ
ヒ
ゴ
ト
/
リ
ャ
ウ
パ
ノ
ア
タ
リ
モ

こ
の
マ
ク
ロ
フ
ィ
ス
テ
ィ
ス
群
に
も
ま
が
ふ
/
巨
桜
の
花
の
柏
に
は
/
い

ワ
カ
リ
マ
ス
/
海
ぞ

で
、
そ
の
直
前
の
形
を
引
用
す
る
。



ち
い
ち
に
氷
玲
の
電
燈
を
盛
り
/
朱
と
蒼
白
の
う
っ
こ
ん
か
う
に
/
海
百

合
の
椀
を
示
せ
ば
/
訓
路
地
網
の
親
方
連
は
/
ま
な
じ
り
遠
く
黄
の
酒
を

る
し
/
低
い
砂

E
の
向
ふ
で
は
/
海
が
ど
ん
ど
ん
叩
い
て
ゐ
る
/
し
か
も

じ
つ
に
掬
っ
て
も
呑
め
さ
う
な
/
黄
銅
い
ろ
の
月
あ
か
り
な
の
で
/
牛
は

汲
み
/
魚
の
歯
し
た
ワ
ッ
サ
l
マ
ン
は
/
肩
狂
ほ
し
く
灯
影
を
過
ぎ
る
/

や
っ
ぱ
り
機
嫌
よ
く
/
こ
ん
ど
は
角
で
棚
を
叩
い
て
あ
そ
ん
で
ゐ
る

ハ
コ
ダ
テ
ブ
ロ
ン
ヅ
ネ
ム
ロ
ユ
キ
/

ア
オ
モ
リ
ハ
イ
エ
ン
ミ
ナ
ト

{
「
牛
」
下
書
杭
三
}

ツ
キ
/
夜
ぞ
ら
に
ふ
る
ふ
ビ
オ
ロ
ン
と
銅
鐸
/
サ
ミ
セ
ン
に
も
つ
れ
る
笛

ママ

や
/
操
り
か
へ
す
螺
の
ス
ケ
ル
ツ
ォ
/
青
い
え
り
し
た
水
兵
た
ち
が
/
桜

一
一一一

日
前l

(
一
九
二
四
・
五
・
二
三
・
)

の
枝
を
さ
さ
げ
て
わ
ら
ひ
/
船
渠
会
社
の
観
桜
団
が
/
瓶
を
か
ざ
し
て
広

う
す
日
の
底
の
三
桂
臼
は
/
樹
で
い
っ
ぱ
い
に
飾
ら
れ
る
/
パ
リ
ス
グ
リ

場
を
獲
れ
ば
/
風
は
パ
ビ
ロ
ン
柳
を
は
ら
ひ
/
ま
た
と
き
め
か
す
花
梅
の

ン
の
色
丹
松
や
/
緑
容
い
ろ
の
と
Y
ま
つ
ね
ず
こ
/
ま
た
水
際
に
は
新
た

か
ほ
り
/
あ
一
、

緑
の
い
た
や
の
萌
え
に
/
な
ほ
漂
烈
の
冬
を
札
ら
せ
/

な
銅
で
被
は
れ
た
/
巨
き
な
枯
れ
た
い
た
や
も
あ
っ
て
/
凪
の
な
が
れ
と

ふ
た
た
び
聾
ふ
海
霧
の
お
ぼ
ろ
/
弧
光
さ
び
し
く
真
珠
を
か
¥
け
/
巨
蟹

ね
む
り
に
よ
っ
て
/
み
な
さ
わ
や
か
に
酸
化
さ
れ
ま
た
還
元
さ
れ
る
/

と
青
の
バ
ナ
ナ
の
森
に
/
ひ
と
り
つ
ぶ
や
く
ク
ラ
リ
オ
ネ
ッ
ト
/
白
の
テ

そ
れ
は
地
球
の
気
回
の
奥
の
/

ひ
と
つ
の
旺
化
国
で

-38-

ン
ト
も
つ
め
た
く
ぬ
れ
て
/
紅
蟹
、
青
の
バ
ナ
ナ
に
ま
じ
り
/
魚
は
い
た

あ
る
/
海
は
も
と
よ
り
水
銀
で
/
た
く
さ
ん
の
か
Y
や
か
な
鉄
針
は
/
水

や
の
柏
を
よ
ぎ
る
/
ウ
ラ
ジ
オ
ハ
イ
エ
ン
ミ
ナ
ト
イ
リ
/
ハ
コ
ダ
テ
マ
オ

ママ

カ
ユ
キ
/
ネ
ム
ロ
ム
ロ
ラ
ン
イ
ン
デ
ィ
コ
ラ
イ
ト
/
:
:
:
春
と
夏
と
の
デ

平
線
に
並
行
に
う
か
び
/
こ
と
に
も
繁
く
岳
の
左
右
に
あ
つ
ま
れ
ば
/
臨

の
声
も
な
か
ば
は
暗
む
/

そ
こ
が
島
で
も
な
か
っ
た
と
き
/

ユ
イ
エ
ッ
ト
/
水
と
陸
と
の
雑
婚
市
:
:
:
/
五
ガ
ツ
ハ
マ
ル
ヤ
マ
コ
ウ
エ

そ
こ
が
陸
で
も
な
か
っ
た
と
き
/
鱗
を
つ
け
た
や
さ
し
い
妻
と

ン
チ
/
ソ
卜
ウ
ミ

ウ
チ
ウ
ミ

日
本
ウ
ミ
/
二
た
び
さ
ら
に
展
望
す
れ

/
か
つ
て
あ
す
こ
に
わ
た
く
し
は
居
た

ば
/
さ
く
ら
は
水
と
淡
く
咲
き
/
瓦
斯
の
灯
影
と
は
る
か
に
な
が
れ
/
青

[
つ
め
た
い
海
の
水
銀
が
]
下
書
稿
合
己
第
一
形
態

い
蝶
銅
〈
誤
字
を
校
訂
)
は
そ
ら
に
う
か
ん
で
/
残
り
の
黒
い
七
日
の
月

が
/
い
ま
海
峡
の
雲
に
か
く
れ
る

「
函
館
港
存
夜
光
景
」
下
書
稿
(
三
)

一
一一一一一

(
一
九
二
四
・
五
・
二
三
・
)

手
入
形
}

海
が
つ
め
た
い
水
銀
で
/
た
く
さ
ん
の
新
し
い
鉄
針
を
/
水
平
線
に
平
行

一一ヱハ

「牛」

(
一
九
二
四
・
五
・
二
二
・
)

に
う
か
ベ
/
・
」
と
に
も
繁
く
三
稜
自
の
/
右
と
左
に
集
め
れ
ば
/
島
は
霞

カ
パ
l
グ
リ
ン

ん
だ
気
居
の
底
で
/
ひ
と
つ
の
畦
化
花
園
の
や
う
/
銅
緑
の
色
丹
松
や

一
.
ひ
き
の
エ
l
シ
ャ
牛
が
/
草
と
地
謡
に
角
を
こ
す
っ
て
あ
そ
ん
で
ゐ
る

/
緑
翠
い
ろ
の
と
Y
ま
つ
ね
ず
こ
/
ま
た
水
際
に
は
鮮
ら
な
銅
で
被
は
れ

/
う
し
ろ
で
は
パ
ル
プ
工
場
の
火
照
り
が
/
夜
な
か
の
雲
を
焦
が
し
て
ゐ

た
/
巨
き
な
枯
れ
た
い
た
や
も
あ
っ
て
/
風
の
な
が
れ
と
ね
む
り
に
よ
っ



て
/
み
ん
な
い
っ
し
ょ
に
酸
化
さ
れ
ま
た
還
元
さ
れ
る

{
[
つ
め
た
い
海
の
水
銀
が
]
下
書
稿
(
二
)
手
人
形
}

二
次
清
書
稿
段
階
で
は
、
四
作
品
と
も
海
辺
の
作
品
と
し
て
統
一
さ
れ
、
時
間

的
な
流
れ
も
滑
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
「
津
軽
海
峡
」
は
、
ま
ず
「
修
学
旅
行
」
と

い
っ
た
題
名
を
考
え
た
後
、
旦
(
体
的
な
地
名
を
も
っ
て
題
名
と
し
た
。
「
水
の
結

ヨ
I
ラ
ン
グ
レ

婚
」
で
「
反
覆
さ
れ
る
瑞
西
牧
笛
」
と
し
て
い
た
部
分
を
「
二
つ
の
潮
の
交
会
点
」

と
し
た
の
と
併
せ
て
、
潮
の
渦
巻
き
の
性
格
を
明
確
に
し
て
い
る
。
「
水
の
結
婚
」

で
の
漁
船
の
影
を
消
し
、
傍
線
(
イ
)
を
施
し
た
部
分
の
よ
う
に
「
船
は
け
む
り

を
し
り
へ
に
な
が
し
」
と
し
て
い
る
。
詩
人
自
身
が
乗
っ
て
い
る
船
が
渦
巻
き
つ

つ
妖
し
く
光
る
海
を
乗
り
切
っ
て
い
る
姿
で
捉
え
直
し
て
い
る
。
の
み
な
ら
ず
一

次
清
書
稿
段
階
の
「
水
の
結
婚
」
で
は
、
末
尾
で
詩
人
の
目
が
南
に
向
い
て
い
た

が
、
「
津
軽
海
峡
」
で
は
、
傍
線
(
ウ
)
を
施
し
た
部
分
の
よ
う
に
「
北
の
陽
ざ
し

マ
マ

の
中
に
夷
曾
の
陸
地
の
起
伏
を
ふ
く
み
/
ま
た
雨
雲
の
渦
巻
く
黒
い
尾
を
の
ぞ

む
」
と
し
、
「
し
ば
し
ば
海
霧
を
析
出
す
る
」
と
さ
れ
た
海
と
合
わ
せ
て
、
次
の
「
函

館
港
春
夜
光
景
」
と
の
関
連
を
緊
密
に
し
て
い
る
。

光
に
満
ち
て
「
喧
し
く
澄
明
な
」
渦
巻
く
海
を
越
え
た
詩
人
は
、
一
転
し
て
「
函

館
港
春
夜
光
景
」
の
人
工
の
光
の
海
に
直
面
す
る
。
「
地
球
照
あ
る
七
日
の
月
が
/

海
峡
の
西
に
か
か
っ
て
/
師
の
黒
い
山
山
が
/
雲
を
か
ぶ
っ
て
た
Y
ず
め
ば
/
そ

の
う
ら
寒
い
螺
銅
の
雲
も
、
/
ま
た
お
ぞ
ま
し
く
呼
吸
す
る
」
も
と
で
、
「
喜
歌
劇

『
オ
ル
フ
ィ
ウ
ス
』
風
の
/
赤
い
酒
精
を
照
明
し
/
奇
怪
な
虹
の
汁
を
そ
h

い
で
/

水
と
陸
と
を
唱
和
さ
せ
/
春
と
亙
と
を
交
雑
す
る
」
世
界
で
あ
る
。
「
地
球
照
あ

る
」
「
黒
い
七
日
の
月
」
(
半
月
の
影
の
部
分
が
地
球
か
ら
の
反
射
光
に
よ
っ
て
薄

く
見
え
る
状
態
の
月
)
が
強
調
さ
れ
て
い
る
が
、
創
作
日
付
の
日
の
月
齢
は
一
五
・

二
の
満
月
で
あ
る
。
気
象
資
料
に
よ
る
と
午
後
青
森
で
雨
が
降
っ
て
い
る
こ
と
も

関
連
し
て
い
よ
う
が
、
黒
い
影
を
強
調
さ
れ
て
い
る
月
は
窓
凶
さ
れ
た
虚
椛
で
あ

る。
「
海
ぞ
こ
の
マ
ク
ロ
フ
ィ
ス
テ
ィ
ス
群
に
も
ま
が
ふ
/
巨
桜
」
の
柏
に
取
り
付

け
ら
れ
た
「
氷
玲
の
電
燈
」
の
「
朱
と
蒼
白
の
う
っ
こ
ん
か
う
」
の
下
で
は
、
「
訓

路
地
網
の
親
方
連
は
/
ま
な
じ
り
遠
く
黄
の
酒
を
汲
み
/
魚
の
歯
し
た
ワ
ッ
サ
l

マ
ン
は
/
肩
狂
ほ
し
く
灯
影
を
過
ぎ
」
る
し
、
ま
た
「
夜
ぞ
ら
に
ふ
る
ふ
ビ
オ
ロ

ン
と
銅
鐸
/
サ
ミ
セ
ン
に
も
つ
れ
る
笛
や
/
操
り
か
へ
す
螺
の
ス
ケ
ル
ツ
ォ
」
が

響
く
歓
楽
世
界
に
は
、
「
青
い
え
り
し
た
水
兵
た
ち
が
/
桜
の
枝
を
さ
さ
げ
て
わ
ら

ひ
/
船
渠
会
社
の
観
桜
田
が
/
瓶
を
か
ざ
し
て
広
場
を
獲
」
る
騒
ぎ
を
演
じ
て
い

る
。
こ
の
時
「
風
は
パ
ビ
ロ
ン
柳
を
は
ら
ひ
/
ま
た
と
き
め
か
す
花
梅
の
か
ほ
り
」

- 39一

と
と
も
に
、
「
な
ほ
原
測
の
冬
を
札
ら
せ
/
ふ
た
た
び
聾
ふ
海
霧
」
を
吹
き
つ
け
て

く
る
。
こ
れ
が
「
春
と
夏
と
の
デ
ュ
イ
エ
ッ
ト
」
な
の
だ
が
、
忍
び
よ
る
不
安
と

背
中
合
わ
せ
の
こ
の
狸
雑
な
世
界
に
は
、
基
調
低
音
の
よ
う
に
辻
占
の
呼
び
声
も

つ
づ
い
て
い
る
。

「
津
軽
海
峡
」
で
光
の
海
を
越
え
て
き
た
詩
人
は
、
こ
こ
で
都
市
文
明
の
光
の

海
の
中
に
あ
っ
て
、
夜
の
無
明
の
巷
に
「
海
ぞ
こ
の
マ
ク
ロ
フ
ィ
ス
テ
ィ
ス
群
に

も
ま
が
ふ
/
巨
桜
」
を
見
、
ま
た
「
魚
の
歯
し
た
ワ
ッ
サ
l
マ
ン
」
が
俳
個
し
、
「
魚

は
い
た
や
の
柏
を
よ
ぎ
る
」
の
を
見
る
。
こ
こ
に
は
「
海
鳴
り
」
に
お
い
て
霜
に

包
ま
れ
た
空
に
「
恐
ろ
し
い
迷
ひ
の
い
ろ
の
海
」
を
見
て
、
「
億
干
の
灯
を
波
に
か

か
げ
て
/
海
は
魚
族
の
青
い
夢
を
ま
も
る
」
と
し
た
の
と
、
不
思
議
な
ほ
ど
の
類

似
点
が
あ
る
。
「
海
鳴
り
」
が
隈
想
的
で
、
「
函
館
港
春
夜
光
景
」
が
社
会
現
象
に

お
い
て
主
題
を
捉
え
て
い
る
点
に
差
は
あ
る
が
、
と
も
に
人
の
迷
妄
を
夜
の
光
の

海
の
イ
メ
ー
ジ
の
中
に
捉
え
て
い
る
。
こ
の
主
題
と
比
喰
表
現
の
方
法
の
類
似
点



が
「
海
鳴
り
」
の
原
稿
の
間
外
右
肩
に
「
重
/
再
出
」
と
記
し
て
、
上
方
に
斜
線

を
引
い
て
あ
る
意
味
で
は
あ
る
ま
い
か
。
こ
こ
に
「
、
海
鳴
り
」
の
改
杭
を
促
す
要

因
が
認
め
ら
れ
る
。

一
方
、
「
海
鳴
り
」
が
削
除
さ
れ
ず
に
「
牛
」
に
改
稿
さ
れ
た
背
景
に
は
、
作
者

が
「
馬
」
に
か
わ
る
作
品
を
必
要
と
考
え
た
時
期
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

改
稿
さ
れ
た
「
牛
」
を
見
る
と
、
詩
群
比
例
成
の
中
で
「
海
鳴
り
」
と
「
函
館
港
春

夜
光
景
」
が
差
し
替
え
ら
れ
、
「
馬
」
と
「
牛
」
が
差
し
替
え
ら
れ
て
い
る
と
み
ら

れ
る
か
ら
で
あ
る
。
「
馬
」
と
「
牛
」
は
、
哀
れ
な
動
物
を
描
い
た
点
で
似
て
い
な

が
ら
、
働
く
だ
け
働
い
て
「
青
い
晩
」
に
死
ぬ
馬
と
、
「
黄
銅
い
ろ
の
月
あ
か
り
」

の
下
で
無
心
に
遊
ぶ
牛
で
あ
る
と
こ
ろ
に
差
が
あ
る
わ
け
だ
が
、
こ
れ
は
「
海
鳴

り
」
と
「
函
館
港
春
夜
光
景
」
の
差
と
同
質
の
と
こ
ろ
が
あ
る
。
こ
こ
に
描
か
れ

た
牛
は
、
「
パ
ル
プ
工
場
の
火
照
り
が
/
夜
な
か
の
雲
を
焦
が
し
」
「
砂
丘
の
向
ふ

で
は
/
海
が
ど
ん
ど
ん
叩
い
て
ゐ
る
」
中
で
無
心
に
遊
ん
で
い
る
。
こ
こ
に
不
安

や
運
命
の
呼
び
か
け
の
中
で
、
そ
れ
に
気
づ
か
ぬ
無
知
の
哀
れ
さ
を
見
る
な
ら
、

そ
れ
は
「
馬
」
の
哀
れ
さ
と
異
質
だ
が
、
同
時
に
こ
の
差
異
は
、
「
海
鳴
り
」
と
「
函

館
港
春
夜
光
景
」
の
そ
れ
に
も
共
通
す
る
。

し
か
し
、
こ
う
な
る
と
「
函
館
港
春
夜
光
景
」
と
「
牛
」
が
主
題
的
に
近
く
な

り
、
あ
え
て
「
牛
」
を
必
要
と
し
な
く
な
っ
た
の
で
、
重
複
を
避
け
て
文
語
詩
へ

移
行
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
の
場
合
、
こ
の
詩
群
に
な
ぜ
「
馬
」
や
「
牛
」

の
よ
う
な
作
品
が
必
要
だ
っ
た
の
か
と
い
う
問
題
が
脳
裏
を
か
す
め
る
が
、
こ
の

問
題
は
、
む
し
ろ
次
の
[
つ
め
た
い
海
の
水
銀
が
]
を
み
る
こ
と
で
解
決
さ
れ
る

の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
こ
れ
の
下
書
稿
合
己
「
島
嗣
」
の
第
一
形
態
で
は
、
夜
明

け
の
島
を
「
地
球
の
気
層
の
奥
の
/
ひ
と
つ
の
桂
化
園
」
と
捉
え
、
詩
人
が
「
そ

こ
が
島
で
も
な
か
っ
た
と
き
/
そ
こ
が
陸
で
も
な
か
っ
た
と
き
/
鱗
を
つ
け
た
や

さ
し
い
妻
と
/
か
つ
て
あ
す
こ
に
わ
た
く
し
は
居
た
」
と
原
始
の
昔
の
自
己
の
魂

の
姿
を
夢
想
し
て
い
る
。
須
弥
山
の
下
の
大
海
底
に
住
む
と
さ
れ
た
阿
修
印
刷
の
姿

が
思
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
は
一
面
で
「
海
鳴
り
」
の
「
魚
族
の
青
い

夢
」
を
引
き
継
い
だ
「
原
始
の
春
」
へ
の
思
い
の
変
奏
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
は
輪

廻
転
生
思
想
を
眼
底
に
お
い
た
、
魂
の
自
分
史
と
い
っ
た
も
の
が
考
え
ら
れ
て
い

る
。
輪
組
転
生
思
想
を
根
底
に
お
く
な
ら
、
迷
い
の
問
題
が
生
物
一
般
の
問
題
と

し
て
捉
え
ら
れ
る
の
も
自
然
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
「
牛
」
を
文
語
詩
に
移
行
し
、
輪
廻
転
生
思
想
の
観
念
的
主
題
は
再
び

深
く
沈
め
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
「
日
嗣
」
の
手
人
形
の
成
立
は
、
そ
う
し
た
方
向

を
示
し
て
い
る
。
大
自
然
を
空
間
軸
で
捕
捉
し
た
「
津
軽
海
峡
」
と
時
間
軸
で
捉

え
た
「
島
嗣
」
が
形
成
す
る
詩
群
の
外
枠
に
変
化
は
な
い
。
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五

次
清
書
稿
段
階
の
詩
群
惰
想

「
牛
」
が
文
語
詩
化
さ
れ
た
た
め
、
三
次
清
書
稿
ま
で
整
っ
て
い
る
作
品
は
「
津

軽
海
峡
」
と
[
つ
め
た
い
海
の
水
銀
が
]
の
二
筒
だ
が
、
こ
れ
に
黄
罫
包
系
用
紙

に
草
稿
的
に
古
か
れ
た
「
函
館
港
春
夜
光
景
」
下
書
縞
(
四
)
を
仮
に
加
え
て
、
こ

の
詩
群
の
最
終
段
階
を
考
え
て
み
た
い
。

定
稿
二
篇
に
つ
い
て
は
、

一
部
の
詩
句
の
変
更
と
位
置
の
変
更
が
あ
る
の
み
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
紙
幅
の
都
合
も
あ
る
の
で
作
品
の
引
用
は
省
略
す
る
が
、

「
津
軽
海
峡
」
の
場
合
、
「
函
館
港
春
夜
光
景
」
を
念
頭
に
お
い
た
虚
構
を
含
む
表

現
は
、
定
稿
で
も
そ
の
ま
ま
残
さ
れ
て
い
る
。
「
函
館
港
春
夜
光
景
」
下
書
稿
(
四
)

と
の
関
連
性
は
、
お
そ
ら
く
意
識
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
問
題
に
な
る
の
が
、
「
函
館
港
春
夜
光
景
」
の
下
書
稿
〈
四
)
の
改
稿
で

あ
る
。
そ
の
中
で
も
注
目
さ
れ
る
部
分
は
次
の
よ
う
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。



一
一
八

函
館
港
春
夜
光
景

(
一
九
二
四
・
五
・
一
九
・
)

(
冒
頭
二
行
略
)
/

-
き
た
わ
い
な
/

つ
じ

う
ら
は
つ
け
が
き
た
わ
い
な
/

オ
ダ
ル
ハ
コ
ダ
テ
ガ
ス
タ
ル
ダ
イ

ト
、
ハ
コ
ダ
テ
ネ
ム
ロ
イ
ン
デ
コ
ラ
イ
ト
/
マ
オ
カ
ヨ
コ
ハ
マ
船
燈
み
ど

り
、
フ
ナ
カ
ハ
ロ
モ
エ
汽
笛
は
八
時
/

う
ん
と
そ
ん
き
の
は
や
わ
か

り
、
か
い
り
く
い
っ
し
ょ
に
わ
か
り
ま
す
/
海
ぞ
こ
の
マ
ク
ロ
フ
ィ
ス
テ

ィ
ス
群
に
も
ま
が
ふ
、
巨
桜
の
花
の
柏
に
は
、
/
い
ち
い
ち
に
氷
質
の
電

燈
を
盛
り
(
中
略
)
/
:
:
:
五
が
つ
は
は
こ
だ
て
こ
う
え
ん
ち
、
え
ん
だ

ん
ま
ち
び
と
ね
が
ひ
ご
と
、
/

う
み
は
う
ち
そ
と
日
本
う
み
、
り
や

う
ば
の
あ
た
り
も
わ
か
り
ま
す
:
:
:
/
夜
、
ぞ
ら
に
ふ
る
ふ
ビ
オ
ロ
ン
と
銅

鐸
、
サ
ミ
セ
ン
に
も
つ
れ
る
笛
ゃ
、
操
り
か
へ
す
螺
の
ス
ケ
ル
ツ
ォ
/
あ

は
れ
マ
ド
ロ
ス
田
谷
力
三
は
、
ひ
と
り
セ
ビ
ラ
の
床
屋
を
唱
ひ
、
/
高
田

ガ

ス

正
夫
は
そ
の
一
党
と
、
紙
の
服
着
て
タ
ン
ゴ
を
踊
る
/
こ
の
と
き
海
霧
は

ふ
た
た
び
襲
ひ
/
は
じ
め
は
朔
け
る
火
蛋
白
石
や
/
や
が
て
は

E
と
広
場

を
つ
』
み
/
月
長
石
の
映
え
す
る
雨
に
/
弧
光
わ
び
し
い
陶
磁
と
か
は

り
、
白
の
テ
ン
ト
も
つ
め
た
く
ぬ
れ
て
、
紅
蟹
ま
ど
ふ
バ
ナ
ナ
の
森

を

辛
く
つ
ぶ
や
く
ク
ラ
リ
オ
ネ
ッ
ト
/
/
風
は
パ
ピ
ロ
ン
柳
を
は
ら

ひ
、
ま
た
と
き
め
か
す
花
梅
の
か
ほ
り
、
青
い
え
り
し
た
フ
ラ
ン
ス
兵
は

/
桜
の
枝
を
さ
¥
け
て
わ
ら
ひ
/
船
渠
会
社
の
観
桜
田
が
/
瓶
を
か
ざ
し

て
広
場
を
穫
れ
ば
/
汽
笛
は
ふ
る
ひ
犬
吠
え
て
/
地
照
か
ぐ
ろ
い
七
日
の

月
は

日
本
海
の
雲
に
か
く
れ
る

{
「
函
館
港
春
夜
光
景
」
下
書
稿
(
四
)
手
人
形
}

こ
の
改
稿
で
は
、
か
た
り
の
口
調
を
強
調
し
な
が
ら
、
辻
占
の
声
を
片
か
な
と

平
か
な
と
に
書
き
わ
け
、
歌
手
に
実
名
を
あ
げ
て
い
る
。
辻
占
の
声
の
書
き
分
け

は
複
数
の
辻
占
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
、
単
調
な
基
調
低
音
だ
っ
た
も
の
を
賑
や
か
な

も
の
に
し
て
い
る
。
ま
た
「
あ
は
れ
マ
ド
ロ
ス
田
谷
力
三
は
、
ひ
と
り
セ
ビ
ラ
の

床
屋
を
唱
ひ
、
/
高
田
正
夫
は
そ
の
一
党
と
、
紙
の
服
着
て
タ
ン
ゴ
を
踊
る
」
と

し
て
、
歌
手
に
実
名
を
あ
げ
た
こ
と
は
写
実
性
を
強
め
て
い
る
。
二
次
清
書
稿
で

「
青
い
え
り
し
た
水
兵
」
と
あ
っ
た
部
分
も
、
「
フ
ラ
ン
ス
兵
」
と
し
、
「
白
の
テ
ン

ト
も
つ
め
た
く
ぬ
れ
て
/
紅
蟹
、
青
の
バ
ナ
ナ
に
ま
じ
り
/
魚
は
い
た
や
の
舶
を

よ
ぎ
る
」
と
あ
っ
た
部
分
は
削
除
し
、
幻
想
性
を
抑
え
て
い
る
。
末
尾
に
「
汽
笛

は
ふ
る
ひ
犬
吠
え
て
」
と
あ
る
が
、
こ
の
汽
笛
は
下
書
稿
(
一
)
第
一
形
態
で
、
港

に
訣
別
を
告
げ
る
船
の
汽
笛
と
し
で
あ
っ
た
も
の
の
復
活
で
あ
る
。
夜
の
世
界
へ

の
別
れ
の
汽
笛
が
、
次
の
[
つ
め
た
い
海
の
水
銀
が
]
の
朝
の
情
景
に
つ
な
が
る
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こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
全
体
と
し
て
近
代
都
市
文
明
の
皮
相
性
を
あ
ら
わ
に

し
、
社
会
批
判
性
を
強
め
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。
二
次
清
書
稿
段
階
の
主
題
の

観
念
性
を
抑
制
し
た
こ
と
に
見
合
う
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
歓
楽
街
に
人
が
渦
巻
く
風
景
も
、
「
津
軽
海
峡
」
に
お
け
る
水
と

雲
が
渦
巻
く
世
界
の
空
間
認
識
と
、
[
つ
め
た
い
梅
の
水
銀
が
]
に
お
け
る
悠
久
の

時
間
認
識
の
聞
に
挟
ま
れ
て
み
れ
ば
、
束
の
間
の
現
世
そ
の
も
の
と
認
識
さ
れ
る

の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
も
し
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
詩
人
に
と
っ
て
、
無
明
の
現
世

を
生
き
る
こ
と
が
、
魂
の
修
学
旅
行
と
見
え
た
に
ち
が
い
な
い
。

注1 

小
沢
俊
郎
「
北
海
道
修
学
旅
行
」
(
小
沢
俊
郎
編
『
宮
津
賢
治
研
究
叢
書
2

賢
治
地
理
』
学
芸
書
林

日

ω討・
4
・
収
録
)
恩
田
逸
夫
「
二
つ
の
潮
の
交
会
点



|
|
『
津
軽
海
峡
』
を
め
ぐ
っ
て
l
l
」
「
『
函
館
港
春
夜
光
景
」
の
鑑
賞
」
(
『
宮

津
賢
治
論
』

2
詩
研
究

東
京
書
籍
-
u
E・
E-
収
録
)
等
。

2 

筑
摩
文
庫
本
全
集
第
一
巻
解
説

3 

拙
稿
「
《
春
と
修
羅

第
二
集
》
の
構
想
試
論
|
|
二
次
清
書
稿
段
階
を
中
心

に
|
|
」
(
「
国
語
と
国
文
学
」

η巻
ロ
号

】∞
E
・
E
・
)
参
照
。

4 

作
者
の
死
の
年
に
あ
た
る
一
九
三
三
年
六
月
に
作
っ
た
定
稿
詩
稿
用
紙
に
記

さ
れ
た
四
九
篇
(
不
完
全
稿
・
行
方
不
明
稿
を
含
む
)
の
詩
稿
が
あ
り
、
一
一
一
一

三
番
「
産
業
組
合
青
年
会
」
の
詩
句
が
一
九
三
三
年
九
月
二
日
付
書
簡
(
Z
0
・

品
∞
∞
)
の
下
書
の
裏
に
あ
り
二
ニ
二
六
番
[
風
が
吹
き
凪
が
風
が
吹
き
]
の
中
断

稿
を
記
し
た
定
稿
詩
稿
用
紙
が
一
九
三
三
年
八
月
三

O
日
付
書
簡
(
2
0
・品
N
4
)

の
下
書
に
使
用
さ
れ
て
い
る
事
実
が
あ
る
。

5 

こ
の
推
定
は
、
今
日
の
通
説
で
あ
る
杉
浦
仮
説
に
抵
触
す
る
。
杉
浦
説
は
、

昭
和
三
年
頃
構
想
さ
れ
て
い
た
一
次
の
《
第
二
集
》
と
し
て
、

人
形
に
@
印
が
あ
る
口
篇
と
@
印
と
ム
印
が
付
さ
れ
て
い
る
お
篇
の
み
を
充
て

一
次
清
書
稿
手

る
。
そ
の
数
が
、
詩
集
の
畳
後
の
作
品
の
原
稿
の
余
白
に
記
さ
れ
た
計
算
式

(
H
O
+
N
ω
 

H
ω
∞
)
の
数
値
と
近
似
す
る
と
い
う
の
が
そ
の
根
拠
で
あ
る
。

@
印
や
ム
印
を
あ
る
時
期
の
作
品
選
択
符
号
と
見
る
こ
と
に
は
、
筆
者
も
異
存

が
な
い
。
し
か
し
、
原
稿
の
余
白
に
計
算
式
を
記
し
た
例
が
多
数
あ
る
中
で
、

こ
の
数
値
を
詩
集
全
体
の
作
品
数
の
計
算
式
と
す
る
根
拠
が
、
氏
の
説
明
で
は

不
十
分
で
あ
る
。
詩
集
の
最
後
に
置
か
れ
た
作
品
の
用
紙
に
あ
る
と
い
う
だ
け

が
、
推
定
の
根
拠
だ
か
ら
で
あ
る
。
も
し
、
こ
の
式
の
数
値
が
⑤
印
や
ム
印
を

付
し
た
作
品
数
を
示
す
と
し
て
も
、

一
次
編
集
時
の
《
第
二
集
》
の
作
品
数
が

こ
れ
に
だ
け
限
定
さ
れ
る
根
拠
は
ど
こ
に
も
な
い
。
選
ば
れ
た
畑
山
篇
が
、
必
ず

し
も
次
の
段
階
に
継
承
さ
れ
て
お
ら
ず
、

一
次
清
書
稿
叩
篇
、
二
次
清
書
稿
回

篇
と
も
開
き
が
大
き
す
ぎ
る
。

6 

小
沢
俊
郎
の
論
は
注
l
、
総
木
万
里
子
の
論
は
「
『
北
海
道
修
学
旅
行
』
に
つ

い
て
の
新
資
料
と
そ
の
意
義
」
(
「
弘
前
・
宮
津
賢
治
研
究
会
誌
」

7
号

7 

E
S
-
-
N・
)
参
照
。

花
巻
市
教
育
委
員
会
「
花
巻
市
熊
堂
古
墳
群
|
l
平
成
元
年
度
発
掘
調
査
概

要
|
|
」
(
呂
田
口
・
ω
・
)
に
よ
る
と
享
保
年
聞
か
ら
そ
の
存
在
が
知
ら
れ
て
い
た

と
あ
る
。

8 

『
詩
稿
補
遺
』
収
録
作
品
の
特
色
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
《
春
と
修
羅

集
》
生
活
・
社
会
詩
筒
試
論
」
(
「
島
大
国
文
」
辺
号

部

昌
宏
・
ω
・
)
参
照
。

9 

拙
稿
「
旅
の
果
て
に
見
る
も
の
は
|
|
《
春
と
修
羅

第
二
集
》
三
陸
旅
行

詩
群
考
|
|
」
(
「
国
文
学
孜
」
ニ
品
号

5
2・-
N

・
)
参
照
。

- 42ー

10 

原
子
問
『
宮
津
賢
治
語
誌
辞
典
」
(
東
京
書
籍
〉
に
よ
る
と
、
マ
ク
ロ
ス
イ
ス

テ
ィ
ス

2
2
8口
百
三
印
H

超
大
型
の
褐
穣
類
)
の
誤
記
と
す
る
。

11 

拙
稿
「
資
料
と
考
察

第
二
集
』
創
作
日
付
の
日

宮
津
賢
治
『
春
と
修
羅

の
気
象
状
況
」
(
「
島
根
大
学
教
育
学
部
紀
要
」
第
お
巻
〈
人
文
・
社
会
科
学
編
〉

-
U
U
N
-
-
N

・
)
参
照
。

(
き
む
ら

と
う
き
ち
)


